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號

凡
例

※
1　

古
文
字
學
に
關
係
す
る
論
著
の
う
ち
、
二
〇
一
八
年
に
紙
媒
體
で
發
行
さ

れ
た
日
本
語
及
び
中
國
語
の
單
著
で
、
か
つ
主
に
先
秦
・
秦
漢
期
の
出
土
文
獻

を
扱
っ
た
も
の
を
集
め
た
。
な
お
、
担
當
人
員
の
不
足
に
よ
り
、
論
考
の
部
は

暫
時
停
止
中
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
と
し
て
、
紙
媒
體
あ
る
い
は
電
子
媒
體
の

發
掘
簡
報
・
論
考
等
で
公
表
さ
れ
た
新
出
資
料
を
紹
介
す
る
「
新
公
表
の
出
土

文
獻
」
の
部
を
設
け
て
い
る
。
目
録
は
橫
大
路
が
擔
當
し
、「
新
公
表
の
出
土

文
獻
」
は
佐
藤
が
擔
當
す
る
。

※
2　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
東
方
』（
東
方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
八
〜

二
〇
一
九
年
發
行
分
）
及
び
東
方
書
店
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.toho-

shoten.co.jp/

）
な
ど
を
參
照
し
た
。

※
3　

分
類
の
う
ち
「
秦
漢
簡
帛
そ
の
他
」
は
、
秦
漢
代
の
簡
帛
の
ほ
か
、
錢
幣
・

璽
印
・
石
鼓
文
な
ど
、
甲
骨
文
・
金
文
・
戰
國
簡
帛
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

※
4　

分
類
の
う
ち
「
古
文
字
總
合
」
は
、
甲
骨
文
と
金
文
な
ど
複
數
種
の
出
土

文
獻
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
主
か
判
定
し
が
た
い
も
の
で

あ
る
。

※
5　

分
類
の
う
ち
「
研
究
動
向
」
は
、
古
文
字
學
の
研
究
を
回
顧
し
た
も
の
や

最
新
の
動
向
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
6　

分
類
の
う
ち
「
專
門
誌
・
論
文
集
」
は
、
古
文
字
學
・
出
土
文
獻
學
の
分

野
の
專
門
機
關
が
發
行
す
る
年
一
〜
二
回
刊
の
機
關
誌
、
同
分
野
あ
る
い
は
同

分
野
を
含
む
學
會
の
予
稿
集
・
論
文
集
な
ど
で
あ
る
。

※
7　

日
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
・
編
者
名
の
五
十
音
順
で
竝
べ
た
。

中
文
書
に
つ
い
て
は
拼
音
の
順
で
竝
べ
、
著
者
名
等
が
重
複
す
る
場
合
は
發
行

月
あ
る
い
は
書
名
の
發
音
の
順
に
竝
べ
た
。
ま
た
前
年
以
前
に
發
行
さ
れ
た
論

著
は
各
分
類
の
冒
頭
に
追
補
す
る
。

※
8　

著
者
・
編
者
が
外
國
籍
（
中
文
書
に
つ
い
て
は
中
國
・
臺
灣
・
香
港
在
住

者
以
外
も
含
む
）
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、﹇　

﹈
で
國
名
を
略
示
し
た
。

二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目
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二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
六

日
文
書

﹇
甲
骨
文
﹈

落
合
淳
思
編
『
十
五
種
甲
骨
集
同
片
綴
合
表
』（
朋
友
書
店
、
京
都
、
二
〇
一
八

年
五
月
）

﹇
金
文
﹈

下
田
誠
・
佐
々
木
研
太
編
『
西
周
金
文
に
親
し
み
、
活
用
す
る
―
平
成
二
十
九
年

度
東
京
學
藝
大
學
公
開
講
座
記
録
』（
サ
ン
プ
ロ
セ
ス
、
東
大
和
、
二
〇
一
八
年

三
月
）

林
巳
奈
夫
著
『
中
國
古
代
車
馬
研
究
』（
臨
川
書
店
、京
都
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

王
中
江
著
・
吉
田
薫
譯
『
簡
帛
文
獻
か
ら
み
る
初
期
道
教
思
想
の
新
展
開
』（
東

京
堂
出
版
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

﹇
秦
漢
簡
牘
そ
の
他
﹈

秋
山
陽
一
郎
著
『
劉
向
本
戰
國
策
の
文
獻
學
的
研
究
―
二
劉
校
書
研
究
序
説
』（
朋

友
書
店
、
京
都
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

工
藤
元
男
編
『
睡
虎
地
秦
簡
訳
注
―
秦
律
十
八
種
・
效
律
・
秦
律
雑
抄
―
』（
汲

古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

永
田
英
正
著
『
漢
代
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

宮
宅
潔
編
『
多
民
族
社
會
の
軍
事
統
治
―
出
土
史
料
が
語
る
中
國
古
代
』（
京
都

大
學
學
術
出
版
會
、
京
都
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

王
震
中
﹇
中
﹈
著
、柿
沼
陽
平
譯
『
中
國
古
代
國
家
の
起
源
と
王
權
の
形
成
』（
汲

古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

佐
藤
信
弥
著
『
中
國
古
代
史
研
究
の
最
前
線
』（
星
海
社
、
東
京
、
二
〇
一
八
年

三
月
）

白
川
靜
著
『
文
字
講
話
―
甲
骨
文
・
金
文
』（
平
凡
社
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
二
月
）

谷
中
信
一
編
『
中
國
出
土
資
料
の
多
角
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
八
年
三
月
）

戸
内
俊
介
著
『
先
秦
の
機
能
語
の
史
的
発
展
―
上
古
中
國
語
文
法
化
研
究
序
説
』

（
研
文
出
版
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
二
月
）

﹇
專
門
誌
・
論
文
集
﹈

大
阪
大
學
中
國
哲
學
研
究
室
編
『
中
國
研
究
集
刊
』
第
六
四
號
（
大
阪
大
學
中
國

學
會
、
大
阪
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

中
國
出
土
資
料
學
會
編
『
中
國
出
土
資
料
研
究
』
第
二
二
號
（
中
國
出
土
資
料
學

會
、
甲
府
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
東
洋
文
化　

特
輯
「
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化

（
Ⅰ
）」』
第
九
八
號
（
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

早
稲
田
大
學
中
國
古
籍
文
化
研
究
所
編『
稲
畑
耕
一
郎
教
授
退
休
記
念
論
集（
下
）』

（
東
方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
八
年
三
月
）



一
七
七

漢
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學
硏
究　

第
八
號

中
文
書

﹇
甲
骨
文
﹈

陳
煒
湛
著
『
甲
骨
文
田
獵
刻
辭
研
究
』（
中
國
語
言
文
學
文
庫
・
典
藏
文
庫
、
中

山
大
學
出
版
社
、
廣
州
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

何
毓
霊
・
李
志
鵬
主
編
『
殷
墟
出
土
骨
角
牙
蚌
器
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

黃
天
樹
著
『
古
文
字
研
究
：
黃
天
樹
學
術
論
文
集
』（
燕
京
學
者
文
庫
、
人
民
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

焦
清
局
著
『
甲
骨
字
網
絡
及
其
特
性
初
歩
探
索
』（
科
學
技
術
文
獻
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

李
發
著
『
甲
骨
軍
事
刻
辭
整
理
與
研
究
』（
出
土
文
獻
綜
合
研
究
専
刊
、中
華
書
局
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

劉
新
民
著
『
甲
骨
刻
辭
羌
人
暨
相
關
族
群
研
究
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
八
年
七
月
）

羅
振
玉
著
『
増
訂
殷
虛
書
契
考
釋
―
清
末
民
初
文
獻
叢
刊
』（
朝
華
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
八
年
八
月
）

宋
鎭
豪
主
編
『
徐
宗
元
尊
六
室
甲
骨
拓
本
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
月
）

宋
鎭
豪
著
『
符
凱
棟
所
藏
殷
墟
甲
骨
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
三
月
）

沈
愷
著
『
圖
解
甲
骨
文
字
典
』（

頭
鷹
、
臺
北
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

王
蘊
智
主
編『
甲
骨
文
可
釋
字
形
總
表　

上（
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
）』（
河

南
美
術
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

王
蘊
智
主
編『
甲
骨
文
可
釋
字
形
總
表　

下（
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
）』（
河

南
美
術
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

王
本
興
編
『
甲
骨
文
同
字
異
形
字
帖
』（
北
京
工
藝
美
術
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
八
月
）

王
進
鋒
著
『
鐫
刻
在
甲
骨
上
的
史
詩
：
殷
商
』（
細
講
中
國
歴
史
叢
書
、
上
海
人

民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

王
蘊
智
著
『
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
―
甲
骨
照
片
精
選
（
一
）』（
河
南
美
術

出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

王
蘊
智
著
『
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
―
甲
骨
照
片
精
選
（
二
）』（
河
南
美
術

出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

王
蘊
智
著
『
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
―
甲
骨
拓
片
精
選
（
一
）』（
河
南
美
術

出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

王
蘊
智
著
『
殷
墟
甲
骨
文
書
體
分
類
萃
編
―
甲
骨
拓
片
精
選
（
二
）』（
河
南
美
術

出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

王
曉
鵬
著
『
甲
骨
刻
辭
義
位
歸
納
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
八
年

三
月
）

巫
稱
喜
著
『
甲
骨
文
四
重
証
據
研
究
法
』（
九
州
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年

三
月
）

陝
西
省
考
古
研
究
院
編『
周
原
遺
址
東
部
邊
縁
―
二
〇
一
二
年
度
田
野
考
古
報
告
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

朱
添
著
『
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
文
字
編
』（
黒
龍
江
大
學
出
版
社
、
哈
爾
濱
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
八

﹇
金
文
﹈

安
徽
大
學
歴
史
系
・
樅
陽
縣
文
物
管
理
所
編
『
樅
陽
商
周
靑
銅
器
』（
安
徽
大
學

出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

國
博
物
館
編
『

國
墓
地
出
土
靑
銅
器
（
一
）』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

黄
庭
頎
著
『
鑄
勒
功
名

―
春
秋
靑
銅
禮
器
銘
文
的
演
變
與
特
色
』（
出
土
文
獻

譯
注
研
析
叢
刊
、
萬
卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

李
伯
謙
主
編
『
靑
銅
器
與
中
國
靑
銅
時
代
』（
銅
文
化
書
系
、
中
國
科
學
技
術
大

學
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

李
峰
著
『
靑
銅
器
和
金
文
書
體
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
一
二
月
）

李
珮
瑜
著『
西
周
出
土
銅
器
銘
文
之
組
成
類
型
研
究
』（
出
土
文
獻
訳
注
研
析
叢
刊
、

萬
卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

劉
煜
著
『
殷
墟
出
土
靑
銅
禮
器
鋳
造
工
藝
研
究
』（
科
技
知
識
的
創
造
與
伝
播
研

究
叢
書
、
廣
東
人
民
出
版
社
、
廣
州
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

李
裕
杓
﹇
韓
﹈
著
『
西
周
王
朝
軍
事
領
導
機
制
研
究
』（
北
京
大
學
出
土
文
獻
與

中
國
古
代
文
明
研
究
學
術
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二

月
）

路
國
權
著
『
東
周
靑
銅
容
器
譜
系
研
究
』（
北
京
大
學
中
國
考
古
學
研
究
中
心
稽

古
系
列
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

彭
適
凡
編
著
、
林
海
燕
譯
著
『
九
如
園
吉
金
：
朱
昌
言
藏
古
代
靑
銅
器
』（
上
海

辭
書
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

彭
裕
商
著
『
戰
國
靑
銅
器
年
代
綜
合
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
八
年

四
月
）

山
西
省
文
物
局
編
『
山
西
珍
貴
文
物

案
一
：
山
西
博
物
院
靑
銅
器
卷
』（
科
學

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

上
海
博
物
館
編
『
首
陽
吉
金　

胡
盈
瑩
、
范
季
融
中
國
古
代
靑
銅
器
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

深
圳
博
物
館
・
寶
雞
靑
銅
器
博
物
院
・
寶
雞
市
周
原
博
物
館
著
『
周
邦
肇
作
：
陝

西
寶
雞
出
土
商
周
靑
銅
器
精
華
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

天
津
博
物
館
編
『
天
津
博
物
館
蔵
靑
銅
器　

天
津
博
物
館
精
品
系
列
圖
集
』（
文

物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

王
帥
著
『
中
國
古
代
靑
銅
器
整
理
與
研
究
・
西
周
金
文
字
體
卷
』（
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

許
思
豪
著
『
金
文
書
法
概
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

張
俊
成
著
『
西
周
金
文
字
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

張
懋
鎔
主
編
、
斉
耐
心
・
孫
戰
偉
著
『
中
國
古
代
靑
銅
器
整
理
與
研
究
・
靑
銅
卮

卷
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

張
振
謙
著
『
齊
系
金
文
集
成
―
齊
莒
甲
卷
』（
學
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八

年
八
月
）

中
國
社
会
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
墟
靑
銅
器
全
形
拓
精
粹
』（
上
海
書
畫
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

曹
建
墩
著
『
戰
國
竹
書
與
先
秦
禮
學
研
究
』（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八

年
七
月
）
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曾
憲
通
・
陳
偉
武
主
編
『
出
土
戰
國
文
獻
字
詞
集
釋
』（
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

陳
偉
主
編
、
魯
家
亮
・
何
有
祖
・
凡
國
棟
撰
著
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釋
』（
第
二
卷
）

（
武
漢
大
學
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

程
少
軒
著
『
放
馬
灘
簡
式
佔
古
佚
書
研
究
』（
復
旦
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
博

士
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

杜
勇
著
『
清
華
簡
與
古
史
探
賾
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

高
佑
仁
著
『
清
華
伍
：
書
類
文
獻
研
究
』（
萬
卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

顧
史
考
（Scott Cook

）﹇
米
﹈
著
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
書
宏
微
觀
』（
早
期
中
國

研
究
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

顧
史
考
（Scott Cook

）﹇
米
﹈
著
『
上
博
等
楚
簡
戰
國
逸
書
縱
橫
覽
』（
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

侯
乃
峰
著
『
上
博
楚
簡
儒
學
文
獻
校
理
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
六
月
）

胡
寧
著
『
楚
簡
逸
詩
《
上
博
簡
》《
清
華
簡
》
詩
篇
輯
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

李
學
勤
主
編
、
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
捌
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

劉
麗
著
『
清
華
簡
《
保
訓
》
集
釋
』（
清
華
簡
集
釋
叢
書
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

路
懿

著
『
清
華
簡
與
西
周
史
研
究
』（
三
秦
出
版
社
、西
安
、二
〇
一
八
年
九
月
）

羅
小
華
著
『
戰
國
簡
册
中
的
車
馬
器
物
及
制
度
研
究
』（
武
漢
大
學
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
八
年
三
月
）

史
傑
鵬
著
『
畏
此
簡
書
：
戰
國
楚
簡
與
訓
詁
論
集
』（
江
西
高
校
出
版
社
、
南
昌
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

宋
立
林
著
『
出
土
簡
帛
與
孔
門
後
學
新
探
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
三
月
）

王
中
江
著
『
根
源
、
制
度
和
秩
序
：
從
老
子
到
黄
老
』（
出
土
文
獻
與
早
期
中
國

思
想
新
知
論
叢
、
中
國
人
民
大
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

楊
雋
著
『
簡
帛
文
獻
與
諸
子
時
代
文
學
思
想
研
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

張
雷
編
『
秦
漢
簡
牘
医
方
集
注
』（
中
華
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

張
樹
國
著
『
出
土
文
獻
與
上
古
歷
史
文
學
研
究
：
以
楚
史
及
屈
賦
爲
中
心
』（
人

民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

﹇
秦
漢
簡
牘
そ
の
他
﹈

白
軍
鵬
著
『
敦
煌
漢
簡
校
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

北
京
大
學
圖
書
館
金
石
組
・
胡
海
帆
・
湯
燕
編
『
一
九
九
六
―
二
〇
一
七
北
京
大

學
圖
書
館
新
藏
金
石
拓
本
菁
華
（
續
編
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
壹
―
參
）
釋
文
修
訂
本
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

冨
谷
至
﹇
日
﹈
著
、
張
西
艷
譯
『
漢
簡
語
匯
考
証
』（
中
国
中
古
学
術
思
想
書
系
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

葛
紅
麗
著
『
居
延
新
簡
詞
語
文
字
研
究
』（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年

一
一
月
）



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
〇

工
藤
元
男
﹇
日
﹈
著
、
曹
峰
・
廣
瀨
薫
雄
﹇
日
﹈
譯
著
『
睡
虎
地
秦
簡
所
見
秦
代

國
家
與
社
會
―
早
期
中
國
研
究
叢
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
九
月
）

湖
北
省
博
物
館
編
『
曾
侯
乙
墓
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

黃
艷
萍
・
張
再
興
編
『
肩
水
金
關
漢
簡
字
形
編
（
全
六
册
）』（
學
苑
出
版
社
、
北

京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

賈
二
強
主
編
『
長
安
學
研
究
文
獻
匯
刊
·
考
古
編
·
金
石
卷
（
第
五
輯
）』（
科
學

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

賈
二
強
主
編
『
長
安
學
研
究
文
獻
匯
刊
·
考
古
編
·
金
石
卷
（
第
六
輯
）』（
科
學

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

賈
二
強
主
編
『
長
安
學
研
究
文
獻
匯
刊
·
考
古
編
·
金
石
卷
（
第
八
輯
）』（
科
學

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

蔣
偉
男
著
『
里
耶
秦
簡
文
字
編
』（
學
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

柯
馬
丁
（M

artin K
ern

）﹇
米
﹈
著
、
劉
倩
譯
、
楊
治
宜
等
校
著
『
秦
始
皇
石
刻
：

早
期
中
國
的
文
本
與
儀
式
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

黃
驊
市
博
物
館
著
『
古
城
印
記
―
戰
國
秦
漢
古
城
文
明
集
録
』（
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

勞
榦
著
『
秦
漢
簡
史
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

李
綉
玲
著
『《
張
家
山
漢
墓
竹
簡
﹇
二
四
七
號
墓
﹈》
構
形
研
究
―
兼
論
〈
二
年
律

令
〉
所
見
『
説
文
』
未
收
字
』（
萬
卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

孫
佔
鰲
主
編
『
漢
代
居
延
地
區
社
會
生
活
史
研
究
』（
蘭
州
大
學
出
版
社
、
蘭
州
、

二
〇
一
八
年
八
月
）

武
漢
大
學
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
宜
城
市
博
物
館
編
『
湖
北
宜
城

馬
堤

東
周
両
漢
墓
地
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

西
北
民
族
大
學
・
上
海
古
籍
出
版
社
・
法
國
國
家
圖
書
館
編
『
法
國
國
家
圖
書
館

蔵
敦
煌
蔵
文
文
獻
』
二
二
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

西
北
民
族
大
學
・
上
海
古
籍
出
版
社
・
法
國
國
家
圖
書
館
・
編
『
法
國
國
家
圖
書

館
蔵
敦
煌
蔵
文
文
獻
』
二
三
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

徐
在
國
編
『
新
出
古
陶
文
圖
録
』（
安
徽
大
學
漢
字
発
展
与
応
用
研
究
中
心
叢
書
）

（
安
徽
大
學
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

陝
西
省
考
古
研
究
院
編
『
西
安
張
家
堡
秦
墓
』（
陝
西
科
學
技
術
出
版
社
、
西
安
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

陝
西
省
考
古
研
究
院
編
『
西
安
長
安
區
韓
家
湾
墓
地
發
掘
報
告
』（
三
秦
出
版
社
、

西
安
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

蕭
燦
著 『
簡
牘
數
學
史
論
稿
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

熊
長
雲
編
纂
『
新
見
秦
漢
度
量
衡
器
集
存
』（
中
華
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年

九
月
）

袁
延
勝
著
『
秦
漢
簡
牘
戸
籍
資
料
研
究
』（
鄭
大
史
學
書
系
、人
民
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
八
年
八
月
）

閻
盛
國
著
『
出
土
簡
牘
與
社
會
治
理
研
究
：
以
著
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
﹇
貳
﹈』

爲
中
心
（
二
〇
一
七
）』（
河
南
人
民
出
版
社
、
鄭
州
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

嶽
麓
書
院
編
『
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
（
貳
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

嶽
麓
書
院
編
『
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
（
壹
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

張
國
艷
著
『
簡
牘
日
書
文
獻
語
言
研
究
』（
中
国
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、
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二
〇
一
八
年
一
一
月
）

張
德
芳
・
王
立
翔
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
書
法
（
一
）』（
簡
帛
書
法
大
系
、
上
海
書

畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

張
德
芳
・
王
立
翔
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
書
法
（
二
）』（
簡
帛
書
法
大
系
、
上
海
書

畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

張
德
芳
・
王
立
翔
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
書
法
（
三
）』（
簡
帛
書
法
大
系
、
上
海
書

畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

張
德
芳
・
王
立
翔
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
書
法
（
四
）』（
簡
帛
書
法
大
系
、
上
海
書

畫
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

趙
平
安
著
『
新
出
簡
帛
與
古
文
字
古
文
獻
研
究
續
集
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
六
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

白
川
靜
﹇
日
﹈
著
、
陳
強
譯
『
漢
字
的
世
界
（
上
）』（
四
川
人
民
出
版
、
成
都
、

二
〇
一
八
年
八
月
）

白
川
靜
﹇
日
﹈・
小
山
鉄
郎
﹇
日
﹈
著
、
劉
名
揚
譯
『
神
秘
的
漢
字
（
一
）』（
重

慶
出
版
社
、
重
慶
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

白
川
靜
﹇
日
﹈・
小
山
鉄
郎
﹇
日
﹈
著
、
劉
名
揚
譯
『
神
秘
的
漢
字
（
二
）』（
重

慶
出
版
社
、
重
慶
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

晁
福
林
著
『
夏
商
西
周
史
叢
考
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
二
月
）

陳
松
長
・
王
偉
・
鄒
水
傑 

周
海
鋒
著
『
秦
代
官
制
考
論
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

陳
斯
鵬
著
『
卓
廬
古
文
字
學
叢
稿
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

程
邦
雄
『
孫
詒
讓
文
字
學
之
研
究
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

鄧
章
應
著
『
文
字
學
論
著
目
録
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

馮
時
著
『
文
明
以
止

―
上
古
的
天
文
、思
想
與
制
度
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
選
編
『
探
尋
中
華
文
化
的
基
因
（
一
）』

（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
選
編
『
探
尋
中
華
文
化
的
基
因
（
二
）』

（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
、
耶
魯
―
新
加
坡
國
立
大
學
學
院
陳
振

傳
基
金
漢
學
研
究
委
員
會
編
『
出
土
文
獻
與
中
國
古
典
學
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
三
月
）

姜
亮
夫
著
『
古
文
字
學
』（
重
慶
出
版
社
、
重
慶
、
二
〇
一
八
年
七
月
）

廖
群
著
『
先
秦
説
体
文
本
研
究
』（
中
央
編
訳
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

劉
釗
著
『
書
馨
集
續
編
：
出
土
文
獻
與
古
文
字
論
叢
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

落
合
淳
思
﹇
日
﹈
著
、劉
幸
・
張
浩
譯
『
甲
骨
文
小
字
典
』（
北
京
聯
合
出
版
公
司
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

譚
生
力
著
『
楚
文
字
形
近
、同
形
現
象
源
流
考
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

湯
可
敬
撰
、
周
秉
鈞
審
訂
著
『
説
文
解
字
今
釋
（
增
訂
本
）（
全
四
册
）』（
上
海

古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

湯
可
敬
譯
注
『
説
文
解
字
』（
中
華
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

唐
蘭
著
『
唐
蘭
論
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
九
月
）



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
二

王
國
維
『
文
字
的
源
流
』（
文
史
存
典
系
列
叢
書
文
物
巻
、
中
国
文
史
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

王
鳳
陽
著
、張
世
超
修
訂
『
漢
字
學
―
東
北
師
範
大
學
文
學
院
學
術
史
文
庫
』（
中

華
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

王
進
鋒
著
『
臣
、
小
臣
与
商
周
社
會
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
五
月
）

魏
勵
著
『
常
用
漢
字
源
流
字
典
（
第
二
版
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

徐
丹
著
『
傳
世
文
獻
與
出
土
文
獻
的
歴
時
句
法
研
究
』（
中
國
語
言
學
書
院
語
言

學
研
究
與
探
索
文
庫
、
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

舒
懐
編
『《
説
文
解
字
注
》
研
究
文
獻
集
成
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
八
年
一
月
）

張
肇
麟
著
『
夏
商
周
起
源
考
證
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

周
嘉
・
李
志
偉
著
『
常
用
古
文
字
編
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八

年
一
一
月
）

﹇
專
門
誌
・
論
文
集
﹈

北
京
大
學
中
國
考
古
學
研
究
中
心
・
北
京
大
學
震
旦
古
代
文
明
研
究
中
心
編
『
古

代
文
明
』
第
一
二
卷
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

出
土
文
獻
與
古
代
文
明
研
究
協
同
創
新
中
心
人
民
大
學
分
中
心
編
『
出
土
文
獻
的

世
界

―
第
六
屆
出
土
文
獻
靑
年
學
者
論
壇
論
文
集
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
九
月
）

楚
文
化
研
究
會
編
『
楚
文
化
研
究
論
集
』
一
三
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
典
學
重
建
論
集
』

（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第
七

輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

國
立
中
央
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
編
『
第
二
九
屆
中
國
文
字
學
國
際

學
術
研
討
會
論
文
集
』（
國
立
中
央
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
、
桃
園
、

二
〇
一
八
年
五
月
）

華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
研
究
與
応
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
研
究
』
第
二
七
輯

（
上
海
書
店
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

華
東
師
範
大
學
中
國
文
字
研
究
與
応
用
中
心
等
編
『
中
國
文
字
研
究
』
第
二
八
輯

（
上
海
書
店
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

荊
州
博
物
館
編
『
荊
楚
文
物
』
第
三
輯
（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
五

月
）

李
學
勤
主
編
、
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
一
二

輯
（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

李
學
勤
主
編
、
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
一
三

輯
（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

樓
勁
・
陳
偉
周
辺
『
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
史
：
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
（
中
國
少

數
民
族
審
美
文
化
叢
書
）』（
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

牛
鵬
濤
・
蘇
輝
編
『
中
國
古
代
文
明
研
究
論
集
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八

年
四
月
）

山
東
大
學
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
東
方
考
古
』
第
一
四
輯
（
科
學
出
版
社
、北
京
、



一
八
三

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

二
〇
一
八
年
五
月
）

山
東
省
博
物
館
編
、呂
金
成
主
編
『
印
學
研
究
』
第
十
二
輯
〝
古
磚
文
研
究
専
輯
〞

（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

山
東
省
博
物
館
編
、
呂
金
成
主
編
『
印
學
研
究
』
第
十
三
輯
〝
千
甓
亭
同
范
古
磚

新
錄
〞（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

王
暉
主
編『
西
周
金
文
與
西
周
史
研
究
曁
第
十
屆
中
國
先
秦
史
學
會
年
會
論
文
集
』

（
三
秦
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

文
化
遺
産
研
究
與
保
護
技
術
教
育
部
重
點
実
驗
室
著『
西
部
考
古
』第
一
五
輯（
科

學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

文
玲
編
『
簡
帛
研
究
二
〇
一
七
（
秋
冬
卷
）』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、桂
林
、

二
〇
一
八
年
一
月
）

文
玲
・
戴
衛
紅
編
『
簡
帛
研
究
二
〇
一
八
（
春
夏
卷
）』（
廣
西
師
範
大
學
出
版

社
、
桂
林
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
主
辨
『
簡
帛
』
第
一
六
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
八
年
五
月
）

武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
主
辨
『
簡
帛
』
第
一
七
輯
（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

西
北
師
範
大
學
歴
史
文
化
學
院
等
編
『
簡
牘
學
研
究
』
七
（
甘
肅
人
民
出
版
社
、

蘭
州
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

西
南
大
學
出
土
文
獻
綜
合
研
究
中
心
・
西
南
大
學
漢
語
言
文
獻
研
究
所
編
『
出
土

文
獻
綜
合
研
究
集
刊
』
第
七
輯
（
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

張
兵
編
『
中
國
簡
帛
學
刊
』
第
二
輯
（
齊
魯
書
社
、
済
南
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

中
國
古
文
字
研
究
會
・
吉
林
大
學
中
國
古
文
字
研
究
中
心
編
『
古
文
字
研
究
』
第

三
二
輯
（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

中
國
考
古
學
會
等
著
『
首
屆
中
國
考
古
學
大
会
（
二
〇
一
六
・
鄭
州
）
會
志
』（
科

學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
第
九
屆
中
日
學
者
中
國
古
代
史
論
壇
文
集
』

（
河
南
大
學
出
版
社
、
開
封
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

中
國
先
秦
史
學
會
等
主
編
『
周
公
與
中
國
國
學
：
全
國
首
屆
周
文
化
曁
周
公
思
想

文
化
研
討
會
論
文
』（
陝
西
科
學
技
術
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
八
年
六
月
）

中
國
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
七
輯
（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

朱
岩
石
主
編
『
考
古
學
集
刊
』
二
一
（
社
会
科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

﹇
研
究
動
向
﹈

唐
際
根
・
鞏
文
主
編
『
殷
墟
九
十
年
考
古
人
與
事
（
一
九
二
八
―
二
〇
一
八
）』（
社

會
科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

夏
含
夷
（Edw

ard L.Shaughnessy

）﹇
米
﹈
著
『
西
觀
漢
記
：
西
方
漢
學
出
土

文
獻
研
究
概
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
四
月
）

新
公
表
の
出
土
文
獻

﹇
甲
骨
文
﹈

①
發
掘
甲
骨

・
付
強
「
寧
夏
彭
陽
姚
河
原
西
周
墓
葬
M
一
三
出
土
甲
骨
考
釋
」（
簡
帛
網

二
〇
一
八
年
一
月
一
五
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
四

=
2972

）

・
馬
強
・
侯
富
任
・
馬
天
行
「
寧
夏
彭
陽
姚
河
塬
商
周
遺
址
」（
国
家
文
物
局
主

編
『
二
〇
一
七
中
國
重
要
考
古
發
現
』、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
八
年

四
月
）寧

夏
回
族
自
治
區
彭
陽
縣
姚
河
塬
商
周
遺
址
の
西
周
墓
葬
よ
り
出
土
し
た

周
の
甲
骨
文
を
紹
介
。
材
質
は
牛
の
肩
甲
骨
で
、
字
數
は
合
文
二
字
を
含
め

て
計
三
五
字
。
三
十
人
の
「
夫
」
を
率
い
て
土
地
を
巡
視
す
る
こ
と
を
問
う

内
容
。
遺
址
自
體
は
西
周
の
封
國
の
遺
址
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
後
者
の

文
獻
は
遺
址
自
體
の
紹
介
。
他
に
も
關
連
の
論
考
・
紹
介
が
複
數
あ
る
。

・
何
毓
靈
「
河
南
安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨
」（『
考
古
』
二
〇
一
八
年

第
五
期
）

二
〇
一
〇
年
に
殷
墟
大
司
空
村
東
北
の
窖
穴
よ
り
出
土
し
た
牛
骨
の
刻
辭

を
紹
介
。
刻
辭
は
兩
面
に
刻
ま
れ
、
一
行
ご
と
に
罫
線
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

内
容
は
戰
爭
に
關
す
る
も
の
で
、卜
辭
で
は
な
く
習
刻
の
刻
辭
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
こ
れ
に
關
す
る
複
數
の
論
考
が
發
表
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
本
誌
今
號

掲
載
の
落
合
淳
思
「
甲
骨
文
通
解
」
を
參
照
。

②
非
發
掘
甲
骨

・
郭
妍
利
「
陝
西
師
範
大
學
博
物
館
藏
甲
骨
文
釋
讀
與
研
究
」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
八
年
第
三
期
、
西
安
）

陝
西
師
範
大
學
博
物
館
所
藏
の
殷
墟
甲
骨
文
六
五
片
を
紹
介
。
基
本
的
に

小
片
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
六
割
が
未
著
録
で
あ
る
。

﹇
金
文
﹈

①
發
掘
器
銘

・
山
西
大
學
北
方
考
古
研
究
中
心
等
「
山
西
翼
城
大
河
口
西
周
墓
地
一
〇
一
七
號

墓
發
掘
」（『
考
古
學
報
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
、
北
京
）

・
山
西
大
學
北
方
考
古
研
究
中
心
等
「
山
西
翼
城
大
河
口
西
周
墓
地
二
〇
〇
二
號

墓
發
掘
」（『
考
古
學
報
』
二
〇
一
八
年
第
二
期
、
北
京
）

・
裘
錫
圭
「
大
河
口
西
周
墓
地
二
〇
〇
二
號
墓
出
土
盤

銘
文
解
釋
」（
復
旦
大

學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
二
〇
一
八
年
七
月
一
四
日
、http://

w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/Show

/4277

）

・
嚴
志
斌
・
謝
堯
亭
「
气
盤
・
气

與
西
周
誓
儀
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
八
年
第
七
期
、
北
京
）

以
上
四
篇
、
山
西
翼
城
大
河
口
西
周
霸
國
墓
地
一
〇
一
七
・
二
〇
〇
二
號

墓
出
土
器
銘
を
紹
介
し
た
も
の
。と
も
に
西
周
中
期
の
早
い
時
期
の
墓
葬
で
、

一
〇
一
七
號
墓
が
霸
國
國
君
霸
伯
尚
、二
〇
〇
二
號
墓
が
そ
の
弟
の
霸
仲（
格

仲
）
の
墓
葬
と
さ
れ
る
。
一
〇
一
七
號
出
土
の
霸
伯
盂
な
ど
長
文
の
器
銘
は

既
に
別
途
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。二
〇
〇
二
號
墓
出
土
の
格
仲
鼎
・

簋
は
、
國
名
の
「
霸
」「
格
」
が
通
用
し
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
同
墓
出
土
の
霸
姫
盤
は
訴
訟
に
關
す
る
内
容
で
、
先
に
別

途
紹
介
さ
れ
て
い
た
鳥
形

が
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
あ
た
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
金
文
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
擧
げ
た
裘
錫

圭
、
嚴
志
斌
・
謝
堯
亭
の
も
の
な
ど
、
複
數
の
論
考
が
發
表
さ
れ
て
い
る
。

・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
湖
北
京
山
蘇
家
壟
墓
群
M
八
五
發
掘
簡
報
」（『
江

漢
考
古
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
、
武
漢
）
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湖
北
省
京
山
縣
蘇
家
壟
村
墓
群
八
五
號
墓
出
土
の
春
秋
期
の
簠
銘
を
紹

介
。「
宋
子
□
」
の
名
號
が
見
え
る
。
墓
葬
は
春
秋
中
期
の
曾
國
の
も
の
と

さ
れ
る
。

・
御
簡
齋
（
董
珊
）「
曾
伯

壺
銘
簡
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究

中
心
網
站
二
〇
一
八
年
一
月
一
七
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/

W
eb/Show

/4209
）

湖
北
省
京
山
縣
蘇
家
壟
村
墓
群
七
九
・
八
八
號
墓
で
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た

曾
伯

壺
及
び
、
八
八
號
墓
で
出
土
し
た

克
母
簠
を
紹
介
。
兩
墓
は
春
秋

早
中
期
の
曾
伯

及
び
そ
の
夫
人
墓
と
さ
れ
る
。

・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
隨
州
漢
東
東
路
墓
地
二
〇
一
七
年
考
古
發
掘
收

穫
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
、
武
漢
）

・
郭
長
江
・
宋
有
志
・
后
加
升
・
鄭
文
「
湖
北
隨
州
漢
東
東
路
墓
地
發
掘
收
獲
」（
国

家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
七
中
國
重
要
考
古
發
現
』、
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

以
上
二
篇
、
湖
北
省
隨
州
市
漢
東
東
路
春
秋
曾
國
墓
地
よ
り
出
土
し
た
春

秋
中
〜
晩
期
の
器
銘
の
概
要
を
紹
介
。
有
銘
銅
器
の
發
見
は
九
〇
件
以
上
に

の
ぼ
り
、「
曾
公
」「
曾
」「
曾
子
」「
曾
孫
」「
曾
叔
孫
」「
曾
侯
」
と
い
っ
た

名
號
が
見
え
る
と
い
う
。

・
黄
錦
前
「
襄
汾
陶
寺
北
墓
地
出
土
書
者
編
鐘
試
釋
」（『
史
志
學
刊
』
二
〇
一
八

年
第
六
期
、
太
原
）

山
西
襄
汾
陶
寺
北
兩
周
墓
地
三
〇
一
一
號
墓
か
ら
出
土
し
た
編
鐘
銘
文
を

紹
介
。
春
秋
中
期
前
段
の
も
の
で
、
銘
文
に
よ
れ
ば
作
器
者
は
「
衞
侯
之
孫

紳
子
之
子
書
者
」。「
紳
子
」
は
衞
戴
公
申
で
は
な
い
か
と
す
る
。
た
だ
し
圖

版
は
插
入
さ
れ
て
い
な
い
。

・
王
丹
・
夏
曉
燕
「
荊
州
博
物
館
藏
〝
五
十
二
年
〞
秦
戈
考
」（『
文
物
』

二
〇
一
八
年
第
九
期
、
北
京
）

一
九
九
一
年
に
湖
北
省
荊
州
市
荊
州
區
郢
北
村
鷄
公
山
墓
地
の
二
四
九
號

秦
墓
よ
り
出
土
し
た
戰
國
晩
期
の
五
十
二
年
秦
戈
を
紹
介
。

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
劉
家
莊
北
地

四
四
號
墓
的
發
掘
」（『
考
古
』
二
〇
一
八
年
第
一
〇
期
、
北
京
）

安
陽
殷
墟
劉
家
莊
北
地
四
四
號
墓
よ
り
出
土
し
た
殷
代
の
族
徽
銘
文
複
數

件
を
紹
介
。

・
荊
州
博
物
館
「
湖
北
荊
州
嚴
家
臺
墓
地
兩
座
戰
國
墓
葬
的
發
掘
」（『
考
古
』

二
〇
一
八
年
第
一
〇
期
、
北
京
）

湖
北
荊
州
嚴
家
臺
墓
地
六
號
墓
か
ら
出
土
し
た
、「
十
四
年
少
府
工
佗
」

の
銘
を
持
つ
銅
鈹
を
紹
介
。「
十
四
年
」
は
秦
王
政
の
紀
年
、
被
葬
者
は
戰

國
晩
期
の
楚
人
も
し
く
は
楚
文
化
の
葬
俗
を
踏
襲
し
た
秦
人
と
さ
れ
る
。

・
安
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
「
河
南
安
陽
市
任
家
莊
南
地
商
代
晩
期
鑄
銅
遺
址

二
〇
一
六
―
二
〇
一
七
年
發
掘
簡
報
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
五
期
、

鄭
州
）河

南
省
安
陽
市
任
家
莊
南
地
の
殷
代
晩
期
鑄
銅
遺
址
で
發
見
さ
れ
た
觚
・

爵
銘
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
「
齒
古
」「
齒
乙
」
と
短
銘
。

②
非
發
掘
器
銘

・
黄
錫
全
「
甲
骨
文
〝
禍
〞
字
新
證
」（『
漢
字
漢
語
研
究
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
、

鄭
州
）



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
六

甲
骨
文
の
「
禍
」
字
に
關
す
る
論
考
の
中
で
、
著
者
が
二
〇
一
五
年
に
畫

像
を
見
た
と
い
う
、
西
周
晩
期
の
器
銘
仲
骨
父
鼎
を
紹
介
。

・
李
智
裕
「
遼
陽
博
物
館
藏
秦
國
有
銘
矛
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
一

期
、
西
安
）

遼
陽
博
物
館
所
藏
の
戰
國
中
晩
期
の
秦
の
銅
矛
を
紹
介
。
遼
寧
省
遼
陽
市

太
子
河
區
で
出
土
し
た
も
の
だ
が
、銘
文
に
秦
の
地
名
「
杜
陽
」
が
見
え
る
。

秦
が
六
國
統
一
時
に
燕
の
襄
平
を
攻
め
た
際
の
遺
留
品
で
は
な
い
か
と
す

る
。

・
付
強
「
櫅
公
去
余
鼎
銘
文
考
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心

網
站
二
〇
一
八
年
一
月
一
四
日
、http://www.gwz.fudan.edu.cn/W

eb/Show/

4205

）二
〇
一
七
年
に
香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
櫅
公
去
余
鼎
を
紹

介
。
春
秋
早
期
の
楚
の
縣
公
の
作
器
と
す
る
。

・
黄
錦
前
「
河
南
大
學
文
物
館
藏
商
周
靑
銅
禮
器
」（『
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
二

期
、
北
京
）

河
南
大
學
文
物
館
所
藏
の
殷
周
靑
銅
器
を
紹
介
。
有
銘
の
も
の
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
族
徽
な
ど
短
銘
で
あ
る
。

・
付
強「
香
港
大
唐
國
際
春
拍
所
見
眞

研
究
」（
簡
帛
網
二
〇
一
八
年
三
月
八
日
、

http://w
w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

2995

）

二
〇
一
七
年
に
香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
眞

を
紹
介
。

一
九
二
〇
年
代
に
日
本
の
天
琴
坊
禦
主
人
が
所
藏
し
て
い
た
も
の
と
い
う
。

西
周
昭
王
あ
る
い
は
穆
王
期
の
器
銘
と
見
ら
れ
る
。
銘
文
は
亞
字
形
で
圍
ま

れ
、「
眞
夙
夜
享
于
大
宗
」
の
辭
が
見
え
る
。

・
張
德
良
・
付
強
「
談
談
新
出
現
的
一
件
竊
曲
紋
提
梁

」（
簡
帛
網
二
〇
一
八

年
三
月
一
二
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

3016

）

・
付
強
「
澳
門
中
濠
典
藏
秋
拍
所
見
提
梁

銘
文
考
釋
」（
簡
帛
網
二
〇
一
八
年

三
月
一
三
日
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

3018

）

・
付
強
「
魚

銘
文
補
釋
」（
簡
帛
網
二
〇
一
八
年
三
月
一
四
日
、http://w

w
w
.

bsm
.org.cn/show

_article.php?id=
3022

）

以
上
三
篇
、
マ
カ
オ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
と
い
う
西
周
期
の

器
銘
魚

を
紹
介
。
前
者
で
こ
の
銘
を
後
刻
の
僞
銘
と
す
る
が
、
中
者
で
撤

回
し
て
眞
銘
と
す
る
。
銘
文
圖
版
は
後
者
掲
載
の
も
の
が
最
も
明
晰
。

・
付
強
「
新
見
競
簋
銘
文
小
考
」（
先
秦
史
研
究
室
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日
、

http://w
w
w
.xianqin.org/blog/archives/9978.htm

l

）

西
周
中
期
前
段
の
穆
王
時
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
器
銘
競
簋
を
紹
介
。「
競

作
用
簋
、
其
子
子
萬
年
永
寶
」
と
短
銘
。

・
耿
超
・
李
文
龍
「
河
北
大
學
博
物
館
藏
三
件
商
代
靑
銅
器
」（『
文
物
』

二
〇
一
八
年
第
四
期
、
北
京
）

河
北
大
學
博
物
館
所
藏
の
殷
代
靑
銅
器
を
紹
介
。
う
ち
一
件
に
族
徽
と
日

名
が
見
え
る
。

・
李
家
浩
「
新
見
越
王
者
旨
於

劍
和
越
王
州
句
劍
」（
華
東
師
範
大
學
中
國
文

字
研
究
與
應
用
中
心
等
主
辧
『
中
國
文
字
研
究
』
第
二
七
輯
、
上
海
書
店
出
版

社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

越
王
劍
二
件
を
紹
介
。
器
銘
の
圖
版
は
な
い
。

・
田
率「
新
見
典
簋
考
釋
」（
北
京
大
學
中
國
考
古
學
研
究
中
心
等
編『
古
代
文
明
』

第
一
二
卷
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
五
月
）
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二
〇
一
五
年
に
中
國
國
家
博
物
館
に
入
藏
し
た
西
周
期
の
器
銘
を
紹
介
。

呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
續
編
』
四
二
二
と
し
て
著
録
。

「
廿
年
又
四
年
八
月
既
望
丁
巳
」
の
紀
年
を
持
ち
、
西
周
中
期
の
早
い
段
階
、

穆
王
期
の
も
の
と
す
る
。

・
張
光
裕
「
跋
新
見
無
뒲
俎
銘
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網

站
二
〇
一
八
年
五
月
一
〇
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/

Show
/4249

）

春
秋
期
の
銅
俎
銘
を
紹
介
。

・
付
強
「

方

銘
文
考
釋
」（
先
秦
史
研
究
室
二
〇
一
八
年
五
月
一
五
日
、

http://w
w
w
.xianqin.org/blog/archives/10644.htm

l

）

香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
確
認
さ
れ
た
も
の
。
西
周
晩
期
厲
王
時
代
の
册

命
金
文
と
見
ら
れ
、「
十
又
三
月
初
吉
」
と
い
う
日
付
が
見
え
る
。
册
命
の

場
所
は
「
文
大
室
」
で
、
右
者
は
「
武
公
」
で
あ
る
。

・
付
強
「
新
見
第
三
件
舲
簋
銘
文
考
釋
」（
先
秦
史
研
究
室
二
〇
一
八
年
五
月

一
九
日
、http://w

w
w
.xianqin.org/blog/archives/10679.htm

l
）

二
〇
一
八
年
に
香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
出
品
さ
れ
た
西
周
の
器
銘
舲
簋

を
紹
介
。
西
周
中
期
の
册
命
金
文
で
、
既
に
二
件
同
銘
の
器
が
存
在
し
て
い

る
。
本
誌
今
號
掲
載
の
三
輪
健
介
「
金
文
通
解　

簋
」
を
參
照
。

・
付
強
「
談
談
西
周
中
期
一
件
與
〝
戎
伐
東
國
〞
有
關
的
靑
銅
方
彝
」（
先
秦
史

研
究
室
二
〇
一
八
年
五
月
一
九
日
、http://w

w
w
.xianqin.org/blog/

archives/10699.htm
l

）

二
〇
一
七
年
に
香
港
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
出
品
さ
れ
た
西
周
中
期
の
器
銘

を
紹
介
。「
戎
伐
東
國
」
と
あ
り
、
戰
爭
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
殘
缺

の
部
分
が
多
い
。

・
趙
敏
「
新
泰
市
博
物
館
藏
〝
成
陽
左
戈
〞
銘
戈
」（『
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
八

期
、
北
京
）

山
東
省
の
新
泰
市
博
物
館
が
一
九
九
六
年
に
得
た
春
秋
晩
期
成
國
の
戈
銘

を
紹
介
。

・
周
博
「
重
慶
中
國
三
峽
博
物
館
藏
仲
阪
父
盆
」（『
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
一
〇

期
、
北
京
）

重
慶
中
國
三
峽
博
物
館
所
藏
の
仲
阪
父
盆
を
紹
介
。西
周
晩
期
の
器
銘
で
、

衞
聚
賢
氏
に
よ
っ
て
一
九
五
一
年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

・
孟
耀
虎
「
文
物
鑒
定
工
作
中
發
現
的
三
件
西
周
靑
銅
器
」（『
文
物
天
地
』

二
〇
一
八
年
第
一
一
期
、
北
京
）

山
西
省
文
物
鑒
定
站
が
鑒
定
し
た
西
周
中
期
の
器
銘
仲
吉
父
盤
・
仲
吉
父

・
即
盤
を
紹
介
。
前
二
者
は
短
文
の
同
銘
器
。
後
者
は
册
命
金
文
で
あ
る
。

・
田
率
「
伯
有
父
劍
考
釋
」
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
靑
銅
器
與
金
文
』

第
二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

二
〇
一
五
年
に
中
國
國
家
博
物
館
に
入
藏
し
た
東
周
期
の
靑
銅
劍
を
紹

介
。
呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
續
編
』
一
三
五
一
と
し

て
著
録
。
作
器
者
は
「
東
王
之
孫
、
子
浮
君
之
子
、
伯
有
父
」
と
あ
り
、「
東

王
」
は
東
周
の
敬
王
を
指
す
と
す
る
。

・
石
安
瑞
（Ond

ej Škrabal

）﹇
捷
﹈「
介
紹
布
拉
格
國
立
美
術
館
所
藏
幾
件
商

周
時
期
有
銘
銅
器
」（
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
靑
銅
器
與
金
文
』
第

二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
所
藏
の
器
銘
を
紹
介
。
銘
文
が
未
著
録
の



二
〇
一
八
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
八

も
の
も
二
、三
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
銘
で
あ
る
。

・
付
強
「
養
姫

銘
文
考
釋
」（
清
華
大
學
出
土
文
獻
與
中
國
古
代
文
明
研
究
中

心
等
編
『
出
土
文
獻
』
第
一
三
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

前
號
の
本
欄
で
取
り
上
げ
た
同
氏
の
「
咏

銘
文
考
釋
」
の
修
正
版
。
西

泠
印
社
二
〇
一
七
年
秋
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

M
athias K

om
or

氏
の
舊
藏
品
と
い
う
。
西
周
晩
期
の
「
夫
人
養
姫
」
の
作

器
と
位
置
づ
け
る
。

﹇
簡
牘
﹈

①
發
掘
簡

・
江
西
省
文
物
考
古
研
究
院
等「
江
西
南
昌
西
漢
海
昏
侯
劉
賀
墓
出
土
簡
牘
」（『
文

物
』
二
〇
一
八
年
第
一
一
期
、
北
京
）

・
張
予
正
・
楊
軍
・
王
楚
寧
・
徐
長
靑
「
海
昏
侯
墓
出
土
奏
牘
選
讀
」（『
南
方
文

物
』
二
〇
一
八
年
第
二
期
、
南
昌
）

・
聶
菲
「
海
昏
侯
墓
漆
器
銘
文
及
相
關
問
題
探
析
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
八
年

第
二
期
、
南
昌
）

以
上
三
篇
、
江
西
南
昌
前
漢
海
昏
侯
墓
出
土
の
簡
牘
等
を
紹
介
。『
文
物
』

『
南
方
文
物
』
の
當
該
號
に
は
ほ
か
に
も
同
墓
に
關
す
る
論
考
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

・
熊
北
生
・
陳
偉
・
蔡
丹
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
七
七
號
西
漢
墓
出
土
簡
牘
概
述
」

・
蔡
丹
・
陳
偉
・
熊
北
生
「
睡
虎
地
漢
簡
中
的
質
日
簡
册
」

・
陳
偉
・
熊
北
生
「
睡
虎
地
漢
簡
中
的
功
次
文
書
」

（
以
上
三
篇
、『
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
三
期
）

二
〇
〇
六
年
に
發
見
さ
れ
た
雲
夢
睡
虎
地
七
七
號
前
漢
墓
出
土
の
漢
簡
に

つ
い
て
紹
介
。
被
葬
者
は
越
人
で
、
前
漢
の
文
帝
の
時
代
の
安
陸
縣
の
官
吏

で
あ
る
と
す
る
。
漢
簡
の
内
容
は
、
質
日
・
官
府
の
文
書
・
私
人
の
簿
籍
・

律
典
（
告
律
・
具
律
・
賊
律
な
ど
一
五
種
の
律
文
）・
算
術
・
書
籍
（
對
話

形
式
の
故
事
三
〇
種
以
上
）・
日
書
の
七
種
。
後
二
者
の
論
考
は
個
別
の
簡

册
に
つ
い
て
の
詳
論
。

・
葛
希
谷
「
慈
利
楚
簡
《
逸
周
書
・
大
武
》
校
讀
一
則
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
二
〇
一
八
年
九
月
二
三
日
、http://w

w
w
.gw

z.

fudan.edu.cn/W
eb/Show

/4291

）

未
發
表
の
慈
利
楚
簡
に
見
え
る
『
逸
周
書
』
大
武
篇
の
竹
簡
本
に
關
す
る

論
考
。

・「
山
西
首
次
發
現
漢
代
漢
簡
―
太
原
悦
龍
臺
M
六
室
内
考
古
的
新
收
穫
」（『
中

国
文
物
報
』
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日
）

山
西
省
太
原
市
東
山
恒
大
悦
龍
臺
六
號
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
を
紹

介
。
被
葬
者
は
前
漢
中
期
の
早
い
段
階
の
代
王
の
文
官
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る
。
簡
牘
の
數
量
は
六
〇
〇
件
前
後
に
の
ぼ
る
と
言
う
が
、
そ
の
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
不
明
。

②
非
發
掘
簡

・
黄
德
寛
「
略
論
新
出
戰
國
楚
簡
《
詩
經
》
異
文
及
其
價
値
」

・
郝
士
宏
「
新
出
楚
簡
《
詩
經
・
秦
風
》
異
文
箋
證
」

・
程
燕
「《
牆
有
茨
》
新
解
」

（
以
上
三
篇
、『
安
徽
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
八
年
第
三
期
）



一
八
九

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

い
ず
れ
も
安
徽
大
學
藏
戰
國
竹
簡
の
『
詩
經
』
國
風
に
關
す
る
も
の
。

・
劉
國
忠
「
清
華
簡
《
治
邦
之
道
》
初
探
」

・
馬
楠
「
清
華
簡
《
攝
命
》
初
讀
」

・
李
學
勤
「
清
華
簡
《
攝
命
》
篇
〝

〞
字
質
疑
」

（
以
上
三
篇
、『
文
物
』
二
〇
一
八
年
第
九
期
、
北
京
）

・
李
學
勤
「
談
清
華
簡
《
攝
命
》
篇
體
例
」

・
賈
連
翔
「〝
攝
命
〞
即
《
書
序
》〝
臩
命
〞〝 

冏
命
〞」

・
程
浩
「
清
華
簡
《
攝
命
》
的
性
質
與
结
構
」

・
石
小
力
「
清
華
簡
《
虞
夏
殷
周
之
治
》
與
上
古
禮
樂
制
度
」

（
以
上
四
篇
、『
清
華
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
八
年
第
五
期
、

北
京
）い

ず
れ
も
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
捌
）』
收
録
の
文
獻
を
紹
介
。

﹇
そ
の
他
﹈

・
崎
川
隆
﹇
日
﹈「
鄭
韓
故
城
出
土
「
戈
銘
石
模
」
が
提
起
す
る
諸
問
題
」（
早
稻

田
大
學
中
國
古
籍
文
化
研
究
所
編
『
中
國
古
籍
文
化
研
究　

稻
畑
耕
一
郎
敎
授

退
休
記
念
論
集
』、
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

河
南
博
物
院
の
所
藏
品
で
、
一
九
八
四
年
に
河
南
省
新
鄭
市
の
鄭
韓
故
城

で
出
土
し
た
、
前
三
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
戰
國
韓
の
靑
銅
戈
銘
の
陶
範
を
作
る

た
め
の
母
型
を
紹
介
。

・
王
俊
・
賈
志
斌
・
穆
文
軍
「
山
西
楡
社
偶
爾
坪
遺
址
二
〇
一
七
年
發
掘
收
獲
」（
国

家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
七
中
國
重
要
考
古
發
現
』、
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

戰
國
早
期
〜
晩
期
の
山
西
省
晉
中
市
楡
社
縣
偶
爾
坪
遺
址
か
ら
出
土
し
た

銅
錢
と
陶
器
符
號
を
紹
介
。

・
山
東
大
學
歴
史
文
化
學
院
等
「
山
東
鄒
城
市

國
故
城
遺
址
二
〇
一
七
年
J
三

發
掘
簡
報
」

・「
山
東
鄒
城
市

國
故
城
遺
址
新
莽
銅
度
量
衡
器
的
初
歩
研
究
」

（
以
上
二
篇
、『
考
古
』
二
〇
一
八
年
第
八
期
、
北
京
）

山
東
省
鄒
城
市
東
南
の

國
故
城
遺
址
の
古
井
戸
よ
り
出
土
し
た
、
王
莽

時
代
の
銅
權
・
銅
衡
・
銅
方
版
、
前
漢
晩
期
〜
新
の
銅
鏡
な
ど
を
紹
介
。
後

者
は
出
土
度
量
衡
器
に
關
す
る
諸
家
の
短
め
の
論
考
を
掲
載
。「
黄
帝
初
祖
、

德
币
于
虞
、
虞
帝
始
祖
、
德
币
于
新
」
で
始
ま
る
銅
權
・
銅
方
版
に
見
え
る

詔
書
銘
文
は
、『
隋
書
』
律
暦
志
に
見
え
る
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
他
に
も

出
土
例
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
橫
大
路
綾
子　

西
山
高
等
學
校
非
常
勤
講
師
）

（
佐
藤　

信
弥　

  

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所

客
員
硏
究
員
）




